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2 神奈川大学大学院経営学研究科 F研究年報』第11号 2007年3月
的良心として尊重されるのが精神的独立性であることは言うまでもありません｡
第3には､研究者としての研究の自立を達成することです｡研究の設計において自
主性を堅持し､研究の遂行において自立性を確立し､そして､研究の成果において自
尊性を確保するという営為が､研究者としての研究の自立を保障することになります｡
研究の自立を達成することは､研究の独自性 (オリジナリティー)と独創性 (クリエ
イティビティ-)を確保する必須の要件といえます｡
本経営学研究科に所属する我々教育研究スタッフはもとより､専門研究の緒につい
たばかりの院生諸君にあっても､研究行為における法令順守はもとより､研究者とし
ての高度な倫理を遵守し､社会の期待に応えるべく研究に精励することが求められて
います｡最後に､院生諸君の研究の一層の発展を祈念するとともに､その研究成果が
本誌への掲載を通じて社会に広く公表され､学問の発展に貢献することを願っていま
す｡
